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下
田
警
察
署
警
内
に

お
住
春
い
の
方
々
ヘ

本
年
４
月
１
日
か
ら
下
田
警
察
署
に
松
崎
警

察
署
が
統
合
さ
れ
、
松
崎
警
察
署
の
名
称
が

「下
田
警
察
署
松
崎
分
庁
舎
」
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
伊
豆
半
島
の
南

部
地
域
に
お
い
て
、
下
田
警
察
署

（本
署
）
と

松
崎
分
庁
舎
が
、
人
員

・
装
備
資
機
材
な
ど
を

相
互
に
補
完
す
る
な
ど

一
体
的
運
用
に
よ
り
、

災
害
対
策
や
事
件
事
故
へ
の
対
応
強
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
松
崎
分
庁
舎
に
も
こ
れ
ま
で

以
上
に
実
働
の
警
察
官
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
下
田
警
察
署
全
体
の
体
制
が
強
固
な
も
の

と
な
り
ま
す
。

下
田
警
察
署
に
お
け
る
業
務
に
変
更
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
松
崎
分
庁
舎
に
お
い
て
も

警
察
署
と
し
て
の
業
務
は
原
則
継
続
さ
れ
ま
す
。

今
後
も
皆
さ
ま
が
た
の
安
全

・
安
心
の
確
保

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
下
田
警
察
署
　
８
④
０
１
１
０

自
分
の
こ
こ
ろ
を

絵
に
あ
ら
わ
し
て
み
春
世
た
か

◎
稲
梓
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
水
彩
画
教
室

開
催
日
時

毎
月
第
２

・
４
土
曜
日
　
午
後
１
時
～
４
時

開
催
場
所
　
稲
梓
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員
　
１０
名
程
度

参
加
費
　
実
費

申
込
方
法
　
左
記
ま
で
申
し
込
み
＜
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

申
込
先
　
８
④
ｌ
３
２
９

（土
屋
）

問
合
せ
先
　
生
涯
学
習
課
　
８
④
５
０
５
５

稲
生
沢
公
民
館
講
座

「手
作
り
人
形

・
絵
手

紙

・
み
ず
ゑ
」
を
中
心
と
し
た
作
品
展
を
開
催

し
ま
す
。
ご
近
所
の
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い

開
催
日
時

３
月
９
日

（土
）
午
前
１０
時
～
午
後
５
時

３
月
１０
日

（
日
）
午
前
１０
時
～
午
後
４
時

場
所
　
稲
生
沢
公
民
館
１
階
大
会
議
室

※
駐
車
場
は
、
稲
生
沢
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

ご
利
用
＜
だ
さ
い

問
合
せ
先
　
稲
生
沢
公
民
館
　
奮
②
０
５
１
９

日
ご
う
の
活
動
成
果
を

発
表
し
き
す

わ
こ
の
飼
い
主
の

　

、、

ね
こ
を
屋
外
で
飼
う
こ
と
は
、
近
隣
へ
の
迷

惑
に
な
る
だ
け
で
な
く
ね
こ
へ
の
危
険
も
多
く

な
り
ま
す
。
次
の
４
つ
に
注
意
し
ま
し
よ
う
。

室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
！

室
内
飼
い
を
す
る
に
は
、
登
り
降
り
運
動
が

で
き
る
台
や
外
が
見
え
る
大
き
な
窓
を
設
置
、

そ
し
て
ス
ト
レ
ス
解
消
の
た
め
毎
日
ね
こ
と
遊

び
ま
し
よ
う
。

不
妊

・
去
勢
手
術
を
し
ま
し
よ
う
…

病
気
を
予
防
し
、
発
情
期
の
異
様
な
鳴
き
声
、

放
浪
癖
、
喧
嘩
、
尿
ス
プ
レ
ー
等
を
抑
止
す
る

効
果
が
あ
り
、
子
ね
こ
が
生
ま
れ
る
心
配
も
あ

り
ま
せ
ん
。
性
格
が
穏
や
か
に
な
り
長
生
き
す

る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

迷
子
札
を
つ
け
よ
う
！

首
輪
な
ど
に
飼
い
主
の
身
元
を
表
示
し
た
り
、

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
す
る
こ
と
で
、
迷
子

や
屋
外
で
け
が
を
し
た
と
き
、
災
害
の
際
に
も

役
立
ち
ま
す
。

最
後
ま
で
面
倒
を
見
よ
う
！

一
度
飼
い
始
め
た
ら
生
涯
飼
う
こ
と
が
飼
い

主
の
責
任
で
す
。
動
物
を
捨
て
る
こ
と
は
犯
罪

で
す
！

（５０
万
円
以
下
の
罰
金
、
動
物
の
愛
護

及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
第
４４
条
）

問
合
せ
先
　
環
境
対
策
課
　
ａ
②
２
２
１
３


